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２学期終了！明日から冬休み！！ 
２学期最後の週は一面の雪景色からスタートしました。寒い朝でし

たが子ども達は元気に登校し、業間休みには、早速校庭で雪合戦や雪

だるまづくりに興じていました。まさに「子どもは風の子！」という

言葉がぴったりの子ども達でした。 

また、この朝は、サッカーワールドカップでアルゼンチン優勝が決

まった朝でもありました。ベスト 8 を前に惜敗しましたが、日本チー

ムも予選リーグで強豪を破り決勝トーナメント進出、素晴らしい活躍でした。試合での活躍はもちろん

ですが、日本チームが世界から注目されたことがあります。それは、試合後選手たちによって整理整頓さ

れたロッカールームや会場の掃除をする日本のサポーターたち、また、応援団やピッチに深々と頭を下

げている森保監督など様々な画像を通して、日本人の礼儀正しさが称賛されていました。インタビュー

などでも、誰もが「感謝」という言葉を口にしていて、日本人として当たり前にしていることが世界で認

められたようで誇らしい気持ちになりました。 

さて、学校は明日から冬休みになります。４カ月という長い

２学期、行事も多くありましたが、子ども達は元気に過ごすこ

とができました。これも、子ども達を温かく見守っていただい

ている保護者の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しております。

ありがとうございました。 

韓国・守山初等学校との交流！ 
12 月１日、姉妹校の韓国・守山初等学校とオンラインで結び、

3 年生以上が交流を行いました。県の国際交流員イ・ジョンヒョ

ンさんにもお越しいただき、通訳をしていただきました。 

社日小学校からは学校紹介と学習発表会の映像を流し、守山初

等学校からは学校紹介や民謡を現代風にアレンジしたダ

ンスなどの披露がありました。初めて知ることや日本とは

違う雰囲気にびっくりしたり感心したりの子ども達でし

た。今後も、それぞれに異国の文化や生活の様子を知るこ

とで互いの理解を深めていってほしいと思います。 

今年度もオンライン交流となりましたが、交流の機会を

続けていくこと

は大変重要なこ

とです。今後も新

型コロナの感染状況を見ながら、どのような形で交流できるか検

討し続けていきたいと考えています。お世話になりました皆様、

ありがとうございました。 

 雪景色の朝、登校時の立哨に城谷橋に

行くと、歩道がきれいに除雪されていま

した。子ども達の安心・安全のため、地

域や安全パトロール隊の皆さんが朝早

くから除雪していただいていることに

感謝です。ありがとうございます。 



人権週間の取組！ 
12 月４日～10 日は、人権週間でし

た。昭和 23 年 12 月 10 日に国連総会

で「世界人権宣言」が採択されたのを記

念し、昭和 25 年に 12 月 10 日が「人権デー」と定めら

れました。日本では、12 月 4 日～10 日を人権週間と定

め、この期間中にいろいろな機関や団体が協力して人権尊

重の精神の普及や啓発に取り組んでいます。 

社日小学校では、人権週間に向けて各学級で一人一人が人権標語をつくり、人権についての自分の気

持ちや考えを標語で表しました。 

作った人権標語は廊下などに掲示するとともに、各学級の代表が 12 日の人権集会で発表しました。

集会では、標語発表のほか、集会委員会による人権を考える劇や各自が作った名刺交換、全校合唱「ビリ

ーブ」などを行いました。 

集会の終わりには、代表児童が「人権を大切にする心をもって、友だちと

の時間を過ごしてほしい。」とあいさつしました。 

人権週間に先立ち、11 月 25 日には、人権・同

和教育に関する授業を各学級で公開しました。相手

の気持ちを考えたり、権利について考えたりするこ

とを通し、人権についての学びを深めまし

た。 

子どもも大人も、誰もが人権尊重の精神

をもってお互いを思いやりながら生活する

ことが何よりも大切なことと思います。授

業や人権週間の取組を通して、今まで以上

に子ども達がお互いを大切にして学校生活

を過ごしていくことを願っています。 

 

メディア安全教室 （ PTA 厚 生 部 主 催 学 校 保 健 会 研 修 会 ） ！ 
授業公開日にあわせ、メディア安全教室（PTA 厚生部主催学校保健会研修会）

を開催しました。当日は、講師として「島根の子どもとメディア研究会」代表の

伊藤紀子先生に来校いただき、５，６年生と保護者を前に、メディアの及ぼす影

響やメディア機器の使い方、時間などにつ

いて話していただきました。 

後半では、保護者を対象に「メディア機器

と子どもの未来～子どもの人生 台無しに

しないで～」と題して、メディアのもたらす悪影響や家庭での約束

やルールづくりの必要性について話していただきました。 

 メディアは、私たちの生活になくてはならないものになっていま

す。使い方の約束やルールなど、ご家庭で話し合っていただきたい

と思います。 

各学級代表の標語 

１年 こわくても みんないるから だいじょうぶ 

２年１組 やさしさは みんなに くばる おくりもの 

２年２組 おもいやり あいてのことを かんがえよう 

３年 友だちが 悲しんでいたら はげまそう 

４年 なやみごと なんでもいいよ おしえてね 

５年 あいさつは みんなをつなぐ きっかけだ 

６年 手をつなごう 個性豊かな 笑顔の輪 



「昔の遊び」体験！ 
今年も学校に地域の名人さん 17 人においで

いただき、１年生がいろいろな遊びを教えても

らいました。コマ回し、けん玉、めんこ、お手玉、

竹とんぼ、おはじき、あやとりを一人一人丁寧に

優しく教えていただき、子どもたちはとても穏やかな表情で楽しんでいました。 

地域の方と触れ合いながら体験ができることは、子ども達にとって楽しみなことであり、とても大切

な時間です。遊びの中の何気ないやり取りが、地域の方とのつながりになり、見守られている安心感が生

まれます。また、子ども達が落ち着いて学習などに取り組むことができるのも、このつながりがあってこ

そと思います。今後も、

地域の方との交流や地

域をフィールドにした

学習を続けていきたい

と思います。お世話にな

った皆様、本当にありが

とうございました。 

 

音楽鑑賞教室（弦楽二重奏）！ 
11 月２９日、プロのバイオリニスト２名、高橋美穂さ

んと芦原充さんをお招きし、体育館で音楽鑑賞教室を開き

ました。教室は、子ども達も耳にしたことがある「情熱大

陸」のテーマソングからスタートし、楽器紹介をはさんで

ジブリメドレー、威風堂々など子ども達の知っている曲や

バイオリン曲が組まれた構成でし

た。子ども達は、初めて見る本物の

楽器、そして演奏にびっくりしながらも、楽しそうに、時に体を動かしながら聞

き入っていました。子ども達にとって、本物に触れることはとても大切なことで

す。バイオリンの音色に包まれた、素敵な時間が流れていました。  

書初め練習！ 
冬休みを前に、3 年生以上の学年で書

初めの練習を行いました。地域の方を講

師に、「筆順や中心などをよく考えて書

くこと」と指導を受けた後は、いよいよ

練習開始です。普段とは違う雰囲気の

中、大きな書初め用紙を前に集中して、

一字一字丁寧に筆を進めていました。 



プログラミング学習！ 
６年生が、11 月 28 日、12 月 1 日の２

日間にわたりプログラミング学習を行いま

した。プログラミング学習とは、文字通り「プ

ログラミング的思考（論理的思考力）」を身

につけることをねらいの一つとして実施しています。 

 ２日間とも、教育委員会から講師の先生に来ていただき、クローム

ブックを使い、28 日は、自分の名前の文字を動かしたり、色を変え

たりしてました。 

１日は、ドローンを、最初は手動で、次にプログラミングをして動か

すことで、プログラミングの良さを実感しました。 

 実際にプログラミングをしてみると、思ったようにドローンが動か

ないこともありましたが、原因を考えてやり直したり、手順を確認し

たりすることで動くようになり、嬉しそうな子ども達の姿が見られました。プログラミング学習で大切

に感じたことを、これからの生活に活かしていってほしいと思います。 

 

ドッジボール大会！  

体育委員会主催で、水曜日のロング昼休みにドッジボ

ール大会が行われ、低・中・高学年の希望者が体育館に

集まり、熱戦を繰り広げました。試合は最初一つのボー

ルで投げ合いますが、途中からはボールが二つに増えます。ボールが二つになると、一つのボールを追っ

ていて逃げ遅れてしまったり、内野と外野で作戦を考えたりと白熱した試合になりました。感想発表で

も「楽しかった。またやりたい」という感想が多くあり、楽しい時間となりました。 

体育委員会では、３学期は「なわとび大会」を計画しています。寒くなりましたが、昼休みなどになわ

とびを練習する子ども達の姿が増えてきています。楽しみですね。 

スマホ・ケータイ安全教室！ 
12 月 5 日、１～４年生を対象に島根県警察本部の方と

NTT ドコモの方を講師に「スマホ・ケータイ安全教室」を

オンラインで行いました。研修では、インターネット等で子どもたちが被害者、

加害者にならないためにはどうしたらよいか、発達段階に応じて分かりやすく教

えていただきました。 

ご家庭でもスマホやゲーム機、パソコン等のメディア利用について、時間やルールについての約束を

再度確認し、一緒に考えていただけたらと思います。高学年には「スマホ・タブレットを持たせるときの

親の心得」を配付しています。ご家庭でのルールづくりの参考にしていただければと思います。 

１月の主な行事予定  

１ ０ 日 (火 ) ３ 学 期 始 業 式 、集 団 下 校  

１ １ 日 (水 ) 給 食 開 始  

１ ６ 日 (月 ) 第 ８ 回 漢 字 計 算 大 会  

１ ７ 日 (火 ) SC 来 校 日  

３ １ 日 (火 ) SC 来 校 日  

保護者の皆さま、地域の皆さま、本年も社日小学

校の教育活動につきまして、ご理解とご協力、温か

いご支援をいただきましたこと、誠にありがとうご

ざいました。来年もよろしくお願いいたします。 

          （社日小学校職員一同） 

「プログラミング的思考」とは・・・ 
自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動き

の組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どの
ように組み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのように改善
していけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論
理的に考えていく力 （文部科学省「学習指導要領解説」より） 

6 年生が感じた、プログラミング学習で大切だと思うこと（一部） 

・先のことを考えて操作すること ・頭のなかで想像しながらプログラミングす

ること ・頭を使って挑戦すること ・判断力 ・考える力 ・あきらめずにや

り続けること。 ・成功するまで工夫すること。 


